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要旨—イノベーションを提唱したクリエイティブ

教育の時代に、クリエイティブドラマ教授法を使用し

て、中国語教育に用いたことは、新しいトレンドであ

る。本研究の目的は、パラグアイの某高等学校の中国

語授業でクリエイティブドラマ教授法を運用し、学期

課程終了後、インタビュー調査法により、異なる中国

語レベルの 3 名のパラグアイの高校生の学習効果を

把握する。本研究発見：学生は教師が運用したクリエ

イティブドラマ教授法の中国語の授業が、彼らにとっ

て初体験で、活発で更に生き生きとしたうえに独創的

と考える。第二に、中国語学習の課題を達成するため

に合作学習は効果的な使用である。 第三に、学生は

自発的に中国語を学ぶ。第四に、学生の中国語コミュ

ニケーションスキルが強化される。第五に、学生が中

国語を勉強する意欲と興味が高まる。 

Abstract—In today’s era of promoting 
innovation and creative education, teaching with 
creative drama (TCD) in foreign language classes 
is a new trend. This study’s purpose is to explore 
the effects of TCD in a Chinese class on the 
learning outcomes of Paraguayan senior high 
school students. Three students with low, medium 
and high Chinese proficiency levels in the class 
were interviewed at the end of the semester. The 
findings of this study are as follows: 1. It was the 
first time the students had learned Chinese with 
creative drama, and they felt learning Chinese was 
more fun with TCD; 2. TCD allowed the students to 
achieve the learning objectives through 
cooperative learning; 3. TCD made the students 
learn Chinese spontaneously; 4. TCD enabled the 
students to strengthen their oral communication 
skills; and 5. TCD motivated and made the 
students interested to learn Chinese. 
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I. はじめに 

21 世紀のグローバル化と国際化の時代の中、外

国語を備える能力は国際交流に向けた必要不可欠なツ

ールです。近年では、各国高等教育機構は積極的に国

際交流を拡大し、英語に加え、中国語能力の学生が重

要な政策の一つとなっている。 

海外進出する台湾と中国大陸の中国語文化教育者

の人数が増えるに連れて、徐々にすべての中国語学習

者が高い学習意欲を持っているわけではないことを認

識する。台湾と同じように、英語学習に興味がない学

生もいれば、モチベーションが低く、成績も良くない

が、それでも同じ英語を取得している。海外で中国語

を教える際、教師はそのような低いモチベーションに

遭遇し、受動的な中国語学習者が一般的である。した

がって、そのような中国語学習者の動機づけを高める

ために効果的な教授法をどのように使用するのか。海

外の中国語教育が正面から直面して解決しなければな

らない問題となっている。 

いずれの第二言語の教授方法にも利点と限界があ

る。この研究は、クリエーティブドラマ教授法が中国

語の授業がより活気あふれ、生き生きとし、同じでな

い中国語学習環境を学生に提供することを可能にする

かもしれないことを示唆している。したがって、この

研究は、パラグアイの某高等学校の中国語の授業でク

リエーティブドラマ教授法を運用し、そして、学期課

程終了後、インタビュー調査法により、異なる中国語

レベル 3 名のパラグアイ高校生の学習効果を把握する。 
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II. 文献討論 

「クリエイティブドラマ」は、アメリカの演劇教

育者、W・ワード（W. Ward）が作成。ワード氏は

1930 年に「クリエイティブな演劇」（Creative 

dramatics）を出版した。最初に「クリエイティブド

ラマ」（creative drama）という言葉を使用し、即興

で 非 公 式 （ non-exhibitional ） の プ ロ セ ス 中 心

（process-centered）のドラマ形式。 参加者は、指導

者や教育者の指導の下、人々の生活経験を想像し、制

定し、反映する（Phillips, 1999）。 伝統的に、クリエ

イティブドラマは、子供や青年にとって独創的な活動

と考えられているが、実際には、すべての年齢の人々

が適用される。クリエイティブドラマ活動は、参加者

が自分のアイデア、信念、感情をすべて探求し、開発

し、コミュニケーションし、表現するダイナミックな

プロセスである。クリエイティブドラマ活動の主な目

的は、参加者が俳優になるように訓練するのではなく、

参加者の個人的な成長と学習を促進することである

（ Heining, 1993; Huntsman, 1982; Kase-Polisini, 

1987; McCaslin, 2006）。 

「クリエイティブドラマ教授法」という教育に用

いられるクリエイティブドラマという概念は、教え方

やデザイン活動のドラマの一形態であり、問題の定義、

事実の発見、審議、インスピレーションと実施という

5 つの段階がある（Chang, 2007b）。  グループ

（group）、教師やリーダー（teacher/leader）、空間

（space）とアイデア（ideas）の 4 つの基本的な要素

がクリエイティブドラマ教授法活動を構成している

（Kase-Polishni, 1987）。Kase-Polisini (1987)は、ク

リエイティブドラマ教授法には、役割の特定（role 

identification ） 、 俳 優 に お け る 象 徴 的 な 行 動

（symbolic action in an actor）、協力（collaboration）

という 3 つの主な特徴があると主張している。定義さ

れた役割、人生の役割、特定の時空構造における想像

力の運用、実生活の解釈、俳優の象徴的な意味、すな

わち演劇を通じて、再編成を通しての人生の経験、再

編、実生活よりも現実のもの、チームワーク、つまり

ドラマのプレゼンテーションは、多くの人々の協力に

基づく必要がある。Ward (1974)と Kase-Polisini 

(1987)のクリエイティブドラマの解釈は、建設的な認

知学習活動となるだろう。 したがって、創造的なド

ラマ教育の基礎は、認知学習理論に由来する。 

クリエイティブドラマ教授法活動の種類は、初級

と上級の 2 種類に分けることができる。初級では、低

学年の授業コースや高学年のウォーミングアップに比

較的よく使われる。初級活動は、アクティビティフォ

ーカス、体の動き、身体的、精神的なリラクゼーショ

ン、ゲーム、想像力などが含まれる。上級活動で用い

られる高学年の学生には、ドラマ作成の完全性と複雑

性、カリキュラムの開発を中心に活動。上級活動は、

ロールプレイ、マイム、即興、ストーリーテリング、

マスコットとドラマの描写が含まれる（Chang, 

2007b）。 

クリエイティブドラマ教授法の活動は、「探検と

創造」と「実体験を通して学ぶ」を重視した活動の過

程で、主導権は学習者で、他者と協力し、身体と言語

の表現、対人関係と自己概念の確立、複数の知恵と文

化的意識の統合を通して、学習経験を築く。近年、教

育学者が運用するクリエイティブドラマ指導法を第二

言語授業の研究に十分に豊富で、多くの国では、国別

カリキュラム言語にクリエイティブドラマ教授法が含

まれている（Chang, 2007a）。関連研究成果（Booth, 

1987; Booth & Neelands, 1998; Chang, 2004; Chang, 
2007a, 2007b; Flennroy, 1992; Koa & O'Neill, 1998; 

Lin, 2003; McMaster, 1998; Wolf, 1998）。外国語学習

では、ドラマは英語を学ぶ過程で、リスニング、スピ

ーキング、リーディング、ライティングという 4 つの

要素を含むことができるため、非常に適した教育戦略

である。 ドラマは外国語学習をもはや抽象的なシン

ボルではなく、具体的な文脈とプロセスとする

（Chang, 2007a）。 これは、ドラマのプレゼンテー

ションが外国語の学習を深め、積極的な学習効果を生

むことができるからである。 

要するにクリエイティブドラマ教授法は、「クリ

エイティブドラマ」に基づいた教授法であり、生徒は

自分の想像力を発揮することができ、内部創造と自己

学習によって、表現力を高め、 社会関係と自己実現

の可能性が発達し、成長する。 パラグアイの高校生

が中国語を勉強する意欲があまりない時に、中国語の

授業にクリエイティブドラマ教授法を取り入れ、一方

でパラグアイの高校生の学習成果の向上に寄与し、 

一方は、この研究の成果が中国の教育と学習の発展を

豊かにし、刺激することを願っている。 

III. 研究設計と実施 

本研究は、インタビュー調査を収集、クリエイテ

ィブドラマ教授法をパラグアイ某高校の授業に用いた

後、異なるレベルの学生の学習効果の分析と帰納。研

究枠組み、研究者、研究ツール、実施手順、データ収

集と分析、および研究倫理の説明。 

A. 研究枠組み 

本研究では、パラグアイ某高等学校中国語クラス

にクリエイティブドラマ教授法を運用し、自己紹介、

他人紹介、家庭、学校、ファーストフード、レストラ

ンで食事、旅行、病院、野球、ショッピング、映画、

宿題について合計 12 テーマの課程を設計。各テーマ

単位で、本研究に参加しているパラグアイの中国語教

師は、クリエイティブドラマの公演を行う学生の指導

をする。学期課程が終了後、本研究である中国語レベ

ル上、中、初の三名の学生から無差別にインタビュー

し、異なるレベルの学生の学習成果を把握する。本研

究の学習成果の探求は、インタビューを受けた学生を

指す。彼らは、中国語の知識を習得し、リスニング、

スピーキング、リーディング、ライティングを用いて、

学習態度を記述（図 1）。 
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B. 研究参加者 

クリエイティブドラマ教授法がパラグアイの高校

生の学習効果はどのようなものか。本研究者は、中国

語レベルの上、中、初の学生の中から、無差別で三名

をインタビューし、その背景情報は表 1 に示されてい

る。 

表 1 研究参加者の背景情報 

偽名 性別 中国語レベル 

Guay 女 上 

Ra 女 中 

Pa 男 初 

 

C. 研究ツール 

定性的または定量的研究は、中国語教育研究領域

の 2 つの主要分野である。 本研究は主に定性的研究

のインタビュー調査に基づいている。 定性的研究で

は、研究者本人が研究ツールで、なぜならば、研究者

が観察、聞き取り、明確なコミュニケーション、構築

した実際のインタビューとリアルな内容である。Kao 

(2000) は、定性的研究において、研究者の役割は次の

ようなものであると主張している：1. 支持を得る創設

者、2. 共感的かつ活発な聴取者、3. 鋭い観察力者、4. 

意味のある通訳者、5. 効果的なコミュニケーション者。 

研究者自身に加えて、別の研究ツールは、セミス

トラクチャーインタビューの概要にある。なぜなら本

研究は、クリエイティブドラマ教授法運用後、三名の

異なった中国語レベルのパラグアイ高校生の知識のな

かで、技能、感情的側面がどのように変化するかを探

究することを目的としている。このインタビューの概

要は次のとおりです。1. 教師がクリエイティブドラマ

教授法を使って中国語を教えることはどのように感じ

るか。2. 教師がクリエイティブドラマ教授法を用いた

方法は、中国語の単語、文型、文法などを学ぶのに役

立つか。なぜか。3. 教師がクリエイティブドラマ教授

法を用いた方法は、聞き取り、会話、読解、文章のス

キルを向上させることに役立つか。4. 教師がクリエイ

ティブドラマ教授法を用いて中国語を教える事は好き

か。なぜか。 

D. 実施手順とデータの収集の分析 

実施手順にあたっては、まず本研究で関連文献

を収集し、読んで分析し、探求のテーマと目的を再編

成する。 本研究では、現地の中国語教師と協力して、

クリエイティブドラマ教授法を実施するための教師の

クラスを選択する。 実行時間は 2016 年の 2 学期。 

本研究では、中国語の研究に関連する 12 のテーマを

設計し、授業にクリエイティブドラマ教授法に組み込

んだ。 2学期の課程終後、この研究ではよく設計され

たセミストラクチャーインタビューの概要を使用して、

授業する教師の協力インタビューを Guay、Ra と Pa

三名の参加研究者に、録音の同意の後にインタビュー

し、記録するために、インタビューの完全性を保存。

各インタビューの長さは約 1～1.5 時間であり、最後

に、オーディオファイルをワードに変換し、再分析し

て要約することは、本研究の目的を達成するための重

要な証拠資料である。 

IV. 研究成果と議論 

本研究の目的であるクリエイティブドラマ教授法

を実施したパラグアイ某高等学校の中国語授業の後に、

Guhua、Ra と Pa 3名の研究所からインタビューを行

った原稿を分析、要約し発見する。A. 学生は 教師が

クリエイティブドラマ教授法を運用する中国語の授業

は、彼らにとって、初めての体験であり、話しよりも

生き生きと活発で、独創的である。B. 生徒に異なる中

国語学習スタイルを持たせる。C. 中国語の知識にお

ける学習の深化。D. 中国語のコミュニケーション能

力を強化する。 E. 中国語を学ぶ学生の動機と関心を

高める。 

A. 初の中国語授業のクリエイティブドラマ教授法の
体験は、生き生きと活発で独創的であると思う 

本研究では、クリエイティブドラマ教授法を用い

たパラグアイの某高等学校の中国語授業は、話す教育

法とは異なり、3 人の参加研究者らは初体験であり、

そのような教授法は、語彙や文章文法がより生き生き

と独創的である。この結果は、Chang (2007a, 2007b) 

の議論と一致する。例えば、上級レベルの Guay は、

課程設計 
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「このような授業は初めてで、比較的楽しく感じ、自

分の考えを持てるようになりました。」と答えた。中

級レベルの Ra は次のように答えた。「初めてで、以

前の授業に比べると生き生きと比較的活発でした。」

初級レベルの Pa は言う：「以前中学校で似た授業が

ありましたが、以前は教科書に従って読むもので、今

回は書き直さなければならないので、比較的頭を使

い 、比較的活発で、眠く無く、独創的で非常に緊張

しました。」 

B. 中国語学習の課題を達成するための合作学習の効
果的な利用 

クリエイティブドラマの教育は、ダイナミックな

プロセスを教えることになり、学生は、実際の作品の

アイデア、コンセプト、感情をすべて探求し、表現し、

伝達し、実行することで、中国の学習を多様化するだ

けでなく、合作学習を有効に利用することで中国語学

習を完成することが出来る。この結果は、Heining 

(1993)、Kase-Polisini (1987)、McCaslin  (2006) の研

究結果と一致している。例えば、上級レベルの Guay

は：「私のレベルが高いので、皆はすべて私に頼むの

で、私はアイデアを考えるように呼びかけ、そして私

は会話を書き直しました。...私は彼らにも読ませて教

えて...。」中級レベルの Ra は言う：「私たちはのグ

ループは、比較的中国語能力があるので、協力して書

き直し、私も少し協力しました。中国語レベルの低い

学生の練習の手伝いをしました。」初級レベルの Pa

は言う：「中国語のレベルは低いので私は討論でアイ

デアを考え、中国語の方面は苦手だったので、私のグ

ループ（クラスメート）が私に教えてくれました。私

に簡単な部分を選んでくれたり...。」 

C. 自然に中国語を学ばせる 

インタビューのデータ分析からも、クリエイティ

ブドラマ教授法は、生徒が自発的に中国語を学ぶこと

ができることが分かった。この発見は、Lin (2003)、

Chang (2004)、Chang (2007a, 2007b) の発見と同じ

見解である。たとえば、上級レベルの Guay は、「標

準的な答え（学習）がないので、情報を収集して確認

する必要があり、私のレベルが高いので、私はより大

きな責任を負い... 実際、私は多くを学んだ、私はどの

よに使うことができる（言葉）か知る必要があったの

で、...実際には、私は多くの利益を得て...。」中級レ

ベルの Ra が言う：「私たちは仕事を分担したので、

必ず自分の部分を作りあげ、グループのリーダーに見

せなければなりませんでした。恥をかかないように、

必ず資料を探して設計したので、普通の授業よりも忙

しく感じました。以前の授業は、ただ素直にメモを取

るくらいで、何もする必要が無かったけれど、今は自

分から学びたくて、達成感を味わいました。」初級レ

ベル Pa が言う：「私は皆に合わせて、誰かに言われ

れた事をやりました。それでも収穫はありました。以

前の私は、授業で何をしているのか、何を学んでいる

のか分からず、常に授業が終わるのを待っていました

が、今はチームの成績なので、恥をかくことができず、

学ぶ必要がありました。」 

D. 中国語を話す学生のコミュニケーション能力を強
化 

学生が自発的に中国語を学ぶこと以外に、本研究

のクリエイティブドラマ教授法がリスニング、スピー

キング、リーディング、ライティングの能力を強化し、

特に話すスキルが強化できることも発見した。学生は

最後の成果を舞台上で発表しなければならないので、

このような演技方法は生徒のコミュニケーション能力

や表現力を強化できる。この結果は Chang の主張

（2007a、2007b）を反映する。例えば、上級レベル

の Guay は言う：「このグループの誰もが話すことが

できるように、私は彼らに合った文章を見つけようと

努力しました。また、リハーサルもやって、対話を実

践し、流暢に話せるよう練習しました。」中級レベル

の Ra 答える：「...私は、この授業では、誰もが舞台

上で独創的な表現を発揮できることを願いました。そ

のため、自分の台詞の練習や、動作と表情がうまくな

るように練習しました。」初級レベル Pa が言う：

「以前は、中国語で話す事が最も怖くて、笑われるの

を恐れていましたが、今はグループ成績のため、ひた

すら練習を続け、他の誰かに教えてもらう事が出来

て...いい、以前より勇気をもって話せるようになり...

リーダーも教えてくれるので、話せるようになってき

てました....。」 

E. 中国語を学ぶ学生の動機と興味を高める 

学習から学ぶことを重視するクリエイティブドラ

マ教育は、学習者中心の学習です。学生は、中国語を

勉強する意欲を高め、中国語学習への関心も高めてい

る。 たとえば、上級レベルの Guayは言う：「以前に

比べると、このような学習方法は、放置することが許

されない為、現実的に勉強しなければないが、その代

わりに、学習にもっと興味を持って、より多くの達成

感を味わう事ができました。」中級レベル Ra は言

う：「この様な学習方法は非常に特別で、皆で一緒に

協力して、一緒に学習することで学習のモチベーショ

ンが上がり、より興味を持ちました。」初級レベル

Pa は「私は中国語が好きではありませんでしたが、

このような学習方法は、一緒にいると感じさせ、（学

習のパートナー）、面白くて、中国語を話すことに勇

気が持てて、中国語で話す事を恐れなくなりました。」

と語る。 

V. 結論 

教育学者 J. Dewey は、「教育は人生」、「人生

は教育」を主張し、「実体験を通して学ぶ」という課

題を奨励する。クリエイティブドラマ教授法は、「や

りながら学んでいく」と「実践に移す」を重視し、パ

ラグアイの高校の中国語の授業に用いられて、このよ

うな教授法が証明され、中国語レベル上、中、初級の

学生達に効果的である。本研究は、この研究の事例に

基づいて将来もっと建議できるであろう。準備した実
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験設計の成果は、客観的な量的データから中国語の授

業に用いられるクリエイティブドラマ教授法の有効性

を検証できる。 
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